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美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
、

歴
史
文
化
財
、温
泉
地
、そ
し
て
多
く
の

優
良
企
業
を
有
し
て
い
る
本
市
で
、地

元
の
農
産
物
や
海
産
物
を
食
し
て
、

日
々
生
活
を
し
て
い
る
。
こ
の
愛
す
る

郷
土
の
繁
栄
と
市
民
の
幸
福
の
た
め
、

議
員
は
汗
を
か
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、今
や
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ

た
我
が
国
は
、急
増
す
る
高
齢
者
、少
子

化
に
伴
う
人
口
減
少
と
、大
き
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
地
方
か
ら
都
市

圏
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
た
め
に

も
、若
者
の
雇
用
創
出
や
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
安

全
で
、安
心
し
て
産
み
、育
て
、住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」が
、全
国
に
誇
れ

る
あ
わ
ら
市
を
、市
民
の
皆
様
と
議
会

が
心
を
通
わ
せ
る
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
　
　

（
平
野
）

「瓜生城址」
　瓜生にある横山神社の右脇の細い道を通って、城山の急な坂をまっすぐに10分ほど登ったところに、瓜生城の
お堀の跡がある。城の主郭は前方後円墳を利用して出来ていて、登ってくる途中には敵の侵入に備えた跡らしき
ものがある。
　瓜生城は、風谷峠を越えて加賀国境へつながる重要な位置にある。城の同じ峰続きの北端には、永正4年
（1507年）加賀から侵入した一向一揆の立てこもった椚山城があって、その城に対する向い城として瓜生城が存在
した。（福井県史）
　登って来た道から少し左に下っていくと、武曾氏の菩提寺である日源寺のお墓
にたどり着く。朝倉の家臣武曾信濃守勝融（画像は市の指定文化財）は、朝倉貞景・
孝景・義景の三代に仕えて、一向一揆の戦に出陣した。瓜生城から日源寺の裏ま
で抜け穴を掘って脱出口としたそうで今も抜け穴を垣間見ることができる。信濃
守は82歳で死去したが、お墓は寺と村の墓地の2か所にある。
　戦国時代を彷彿させる史跡ではないでしょうか、一度たずねてみては・・。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田）

くぬぎ

白線で囲まれた部分がお堀

む そ しな の かみかつあき

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継

　第１回カヌー駅伝大会の様子です。Ａクラ
ス、Ｂクラス合わせて19チーム、約110名の参
加がありました。
　８月22日～24日には恒例となった、第25回
あわらカップカヌーポロ大会が北潟湖で開催さ
れます。全国レベルの大会で、迫力あるプレー
がご覧になれますので、ぜひご来場ください。
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多賀谷左近三経公の墓所

購入するIKOSSAの駐車場用地

6月定例会 平成26年度一般会計補正予算（第1号）

1億1,121万2千円を増額

■一般会計予算総額は１４４億５，１２１万２千円に
■金津本陣ＩＫＯＳＳＡの駐車場用地を４，０７９万２千円で取得
■「ちはやふるギャラリー」平成27年3月まで延長
■議員発議により「北陸新幹線の整備促進を求める意見書」を国へ提出

■一般会計予算総額は１４４億５，１２１万２千円に
■金津本陣ＩＫＯＳＳＡの駐車場用地を４，０７９万２千円で取得
■「ちはやふるギャラリー」平成27年3月まで延長
■議員発議により「北陸新幹線の整備促進を求める意見書」を国へ提出

議会報告会（金津本陣IKOSSA ４月25日）議会報告会（金津本陣IKOSSA ４月25日）

　平成２６年６月定例会が６月６日から２６日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分の承認に関する１議案、平成２５年度繰越計算書の報告に関する２議案、平成
２６年度補正予算に関する２議案、条例の改正に関する２議案の計７議案が上程され、すべて原案のとお
り可決しました。
　なお、今回は９名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、請願１件を不採択とし、１件を継続審査としました。そして、議員発議により意見書４件を可決し
ました。
　また、先の平成２６年５月１５日に臨時会が会期１日で開催され、専決処分の承認に関する１議案、平成
２５年度繰越計算書の報告に関する２議案、工事請負契約の締結に関する１議案が上程され、すべて原案
のとおり可決しました。
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友
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９
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任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
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な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
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委
員 

茨
城
県
下
妻
市
と
の

交
流
を
深
め
る
と
の
事
だ
が

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

理
事
者 

江
戸
時
代
、
結
城

秀
康
の
家
臣
で
あ
っ
た
多
賀

谷
左
近
三
経
公
は
、
柿
原

地
区
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た

が
、
下
妻
市
出
身
と
の
縁
で
、

■
総
務
課

本
荘
小
学
校
体
育
館

サ
ッ
シ
改
修
工
事

１
千
４
０
０
万
円

本
荘
小
学
校
体
育
館

サ
ッ
シ
改
修
工
事

１
千
４
０
０
万
円

委
員 

今
回
の
よ
う
な
大
規

模
改
修
は
、
当
初
予
算
に

計
上
す
べ
き
と
思
う
が
、
な

ぜ
、
補
正
に
な
っ
た
の
か
。

理
事
者 

サ
ッ
シ
が
歪
み
ガ
ラ

ス
が
割
れ
て
い
る
状
況
を
４

月
末
に
把
握
し
た
の
で
、
補

正
予
算
で
お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
は
、Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
２

階
の
郷
土
歴
史
館
の
来
館
者

を
増
や
す
よ
う
努
力
し
た
い
。
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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２
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委
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な
ぜ
今
に
な
っ
て

駐
車
場
用
地
を
購
入
す

る
の
か
。

■
文
化
学
習
課

平
成
26
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

委
員 

条
例
の
趣
旨
は
何
か
。

債
権
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

委
員 

小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

理
事
者 

４
月
か
ら
、
対
象

校
区
の
区
長
会
に
お
願
い
し

て
説
明
会
を
開
催
し
、
地
域

の
理
解
が
得
ら
れ
た
場
合
、

に
ぎ
わ
い
交
流
館

      

整
備
に
つ
い
て

に
ぎ
わ
い
交
流
館

      

整
備
に
つ
い
て

委
員 

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
前

の
に
ぎ
わ
い
交
流
館
に
つ
い

て
は
、
３
回
も
設
計
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
施

設
を
５
分
割
す
る
案
が
提
示

議
案
外
の
件

理
事
者 

当
初
の
想
定
よ
り

利
用
者
が
多
く
、
現
在
の

駐
車
場
で
は
狭
い
た
め
、
県

道
を
挟
ん
だ
現
在
の
駐
車
場

と
そ
の
北
隣
り
の
用
地
を
購

入
し
た
い
。

ま
た
、
税
以
外
の
水
道
料
や

給
食
費
な
ど
の
徴
収
も
収

納
推
進
課
で
行
う
よ
う
に
な

る
の
か
。

理
事
者 

こ
の
条
例
は
、
債

権
の
保
全
及
び
処
理
を
行
う

に
あ
た
り
、
個
人
情
報
の
利

用
及
び
提
供
に
関
す
る
取
り

扱
い
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

全
て
の
滞
納
案
件
を
収
納

推
進
課
に
移
管
す
る
も
の
で

は
な
く
、
差
押
え
等
を
す
る

場
合
の
み
、
担
当
課
か
ら
収

納
推
進
課
に
移
管
す
る
。

平
成
28
年
４
月
の
統
合
を

目
指
し
た
い
。

委
員 

市
が
方
針
を
打
ち
出

し
、
指
導
力
を
発
揮
し
な
い

と
何
も
進
ま
な
い
の
で
は
な

い
か
。

理
事
者 

一
日
も
早
い
統
合
を

目
指
し
て
い
る
が
、
地
元
の

合
意
が
必
要
で
あ
る
。
全
員

賛
成
は
難
し
い
が
、
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

た
い
。

　
「
子
ど
も
を
中
心
に
」
と

の
考
え
方
は
理
解
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
２
回
目

以
降
の
説
明
会
か
ら
は
、
具

体
的
方
向
性
を
示
し
、
統

合
を
進
め
た
い
。

さ
れ
て
い
る
が
、
考
え
方
が

一
貫
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

理
事
者 

こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
は
反
省
し
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
、
施
設
の
方

向
性
を
市
民
と
と
も
に
考
え

て
き
た
が
、
音
楽
コ
ン
サ
ー

ト
や
に
ぎ
わ
い
市
、
物
品
販

売
等
が
で
き
る
施
設
で
カ

フ
ェ
機
能
を
求
め
る
意
見
も

あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
集
約
し
て
、
当

初
の
案
が
出
来
た
が
、
建
築

基
準
法
と
の
関
係
で
、
施
設

を
分
割
す
る
必
要
が
あ
り
、

今
回
の
案
と
な
っ
た
。

　

市
民
が
希
望
し
て
い
る
ソ

フ
ト
事
業
は
、
今
回
の
案
で

い
ず
れ
も
対
応
で
き
る
と
思

う
の
で
、
こ
の
案
を
ベ
ー
ス

に
市
民
や
議
会
と
相
談
し
て
、

整
備
を
進
め
た
い
。

姉
妹
都
市
協
定
を
締
結
し

た
い
。
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市政について問う市政について問う市政について問う市政について問う！！

湯かけまつりの様子

かるた教室の様子

鳥
獣
害
の
な
い

里
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金
29
万
５
千
円

鳥
獣
害
の
な
い

里
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金
29
万
５
千
円

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

委
員 

電
気
柵
は
効
果
が
薄

い
の
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

電
気
柵
は
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
大
変
で
あ
り
金
網

固
定
柵
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

し
か
し
、
丹
南
地
区
で
は
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り

行
え
ば
電
気
柵
で
十
分
な
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

　

金
網
固
定
柵
は
、
剱
岳

地
区
か
ら
菅
野
、
宮
谷
地

区
で
整
備
中
だ
が
、
細
呂
木

地
区
の
橋
屋
、
樋
山
、
沢
、

坪
江
地
区
の
牛
ノ
谷
で
の
整

備
が
手
付
か
ず
で
あ
る
。
今

回
設
置
す
る
橋
屋
地
区
に
つ

い
て
は
、
高
齢
化
率
が
高
く
、

自
作
農
家
が
少
な
い
状
況
で

■
農
林
水
産
課

地
域
担
い
手
づ
く
り

整
備
事
業
補
助
金

３
７
９
万
９
千
円

地
域
担
い
手
づ
く
り

整
備
事
業
補
助
金

３
７
９
万
９
千
円

委
員 

事
業
終
了
後
の
成
果

に
つ
い
て
報
告
書
提
出
を
要

望
す
る
。

理
事
者 

国
の
補
助
事
業
で

あ
り
、
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
委

員
会
で
報
告
し
た
い
。

夏
祭
り
事
業
補
助
金

50
万
円

夏
祭
り
事
業
補
助
金

50
万
円

■
観
光
商
工
課

委
員 

今
ま
で
の
反
省
点
を

踏
ま
え
て
、
今
年
度
の
計
画

を
立
案
し
実
行
す
る
よ
う
に
。

理
事
者 

本
年
の
「
湯
か
け

ま
つ
り
」
と
そ
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

た
「
プ
レ
１
３
０
周
年
祭
」

と
し
て
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
、
広
く
情
報
を
配
信

す
る
。

あ
わ
ら
魅
力
館

あ
わ
ら
ん
て
な
事
業

委
託
料
３
３
７
万
円

北
陸
新
幹
線
開
業

対
策
事
業
委
託
料

１
１
０
万
円

あ
わ
ら
魅
力
館

あ
わ
ら
ん
て
な
事
業

委
託
料
３
３
７
万
円

北
陸
新
幹
線
開
業

対
策
事
業
委
託
料

１
１
０
万
円

委
員 「
ち
は
や
ふ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
は
大
変
好
評
で
あ
る

が
、
今
後
の
展
開
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

平
成
26
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

6月の定例会では、9名の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

あ
る
の
で
、
費
用
負
担
が
大

変
で
あ
る
た
め
の
電
気
柵
設

置
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
対
策
と
し

て
、
狩
猟
免
許
取
得
の
助

成
に
よ
り
、
集
落
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
、
捕
獲
促
進
を
行
い
た
い
。

防
護
柵
で
の
防
ぎ
ょ
、
捕
獲

に
よ
る
個
体
数
の
減
少
、
寄

せ
付
け
な
い
管
理
の
３
つ
の

対
策
で
対
応
す
る
。

理
事
者  

漫
画
「
ち
は
や
ふ

る
」
を
活
用
し
た
観
光
資

源
の
開
拓
を
目
指
し
、
各

種
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

来
年
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
精
査
し
て
続
け
る

か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
来
年
３
月
に
「
に
ぎ

わ
い
交
流
館
」
が
完
成
す
る

こ
と
も
あ
り
、「
ち
は
や
ふ

る
」
を
取
り
上
げ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
る
。

委
員 

観
光
と
は
別
に
、
あ

わ
ら
市
は
百
人
一
首
が
盛
ん

で
も
あ
る
の
で
、
百
人
一
首

の
普
及
も
考
え
、
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
の
検
討
を
要
望
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業
計

画
策
定
業
務
委
託
料

４
５
６
万
１
千
円

公
共
下
水
道
事
業
計

画
策
定
業
務
委
託
料

４
５
６
万
１
千
円

委
員 

農
業
集
落
排
水
は
農

林
水
産
省
の
補
助
を
受
け
て

整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
公

共
下
水
道
へ
接
続
す
る
事
に

対
し
て
問
題
は
無
い
の
か
、
ま

た
い
つ
頃
の
接
続
に
な
る
の
か
。

理
事
者 

農
業
集
落
排
水
に

つ
い
て
は
供
用
開
始
か
ら
10

年
経
過
し
て
い
れ
ば
、
用
途

変
更
し
て
も
補
助
金
の
返
還

は
生
じ
ず
、
処
理
場
を
取
り

壊
さ
な
い
限
り
補
助
金
返
還

は
な
い
。

　

な
お
、
青
ノ
木
・
宮
谷
地

区
に
つ
い
て
は
20
年
、
剱
岳

地
区
は
15
年
経
過
し
て
い
る
。

今
年
度
中
に
業
務
委
託
を

発
注
し
、
平
成
27
年
度
か
ら

随
時
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
26
年
度

公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

■吉田 太一 議員
●北陸新幹線金沢開業に向けた「観光あわ
ら」の課題について

■三上 　薫 議員
●ネーミングライツ(施設命名権)の導入
について
●歳入確保のための納税環境の整備につ
いて

■森 　之嗣 議員
●北陸新幹線金沢開業とその後の県内延
伸を見据えたまちづくりについて

■平野 時夫 議員
●ネット依存症対策について

■山田 重喜 議員
●広域基幹林道剱ケ岳線の事業促進につ
いて

■八木 秀雄 議員
●市民の安全安心のための防犯カメラの
設置について
●あわら温泉開湯130周年祭について

■山本 篤 議員
●デマンド交通や公共交通網と観光誘客
における交通手段の確保について
●ＪＲ芦原温泉駅周辺整備計画について
●公共施設におけるクリーンルームの設置
について

■山川 知一郎 議員
●原発事故対策は
●小・中学校における２学期制実施につい
て

■坪田 正武 議員
●フットボールセンターの誘致について
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湯のまち広場に完成した芦湯（足湯）

にぎわい交流館に改修する空き倉庫

刈安線（左）と剱ヶ岳線（右）の分岐点

吉
田 

太
一 

議
員

森
　
之
嗣 

議
員

山
田 

重
喜 

議
員

観
光
客
の
回
遊

性
を
高
め
継
続
性
を
持
た

せ
る
た
め
、
観
光
拠
点
を

ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く

の
か
。

　
ま
た
、
市
民
の
理
解
や

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
功
す

る
と
考
え
る
が
、「
観
光
の

ま
ち
あ
わ
ら
」
と
し
て
ど
の

よ
う
に
市
民
と
協
働
し
て
い

く
の
か
。

「
観
光
あ
わ
ら
」の

　
　 

課
題
に
つ
い
て

「
観
光
あ
わ
ら
」の

　
　 

課
題
に
つ
い
て

吉
田

回
遊
性
と
観
光

拠
点
に
つ
い
て
は
、
花
や
笑

い
、
あ
る
い
は
、
音
楽
と
い
っ

た
要
素
も
加
え
た
ソ
フ
ト
メ

ニ
ュ
ー
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

ハ
ー
ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業

の
効
果
的
な
展
開
に
よ
り

市
長

観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め

る
こ
と
が
、
当
面
の
対
策

と
し
て
、
特
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
歩
き
や
市

内
観
光
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
、

あ
る
い
は
、
見
ど
こ
ろ
や
味

処
と
い
っ
た
地
元
な
ら
で
は

の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

観
光
客
の
満
足
度
を
高
め

る
た
め
に
も
、
先
ご
ろ
オ
ー

プ
ン
し
た
芦
湯
や
、
整
備
を

進
め
て
い
る
「
に
ぎ
わ
い
交

流
館
」
を
情
報
発
信
の
た

め
の
拠
点
と
し
て
、
有
効
に

一
般
的
に
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設

な
ど
で
多
く
の
導
入
事
例

が
あ
り
、あ
わ
ら
市
の
場

合
、「
金
津
創
作
の
森
」、「
セ

ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
」、「
芦
湯
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。し

か
し
、い
ず
れ
の
施
設
も
名

称
を
変
更
す
る
こ
と
は
考

え
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、複
数
年
に
一
度
、施

総
務
部
長

施
設
命
名
権
を

　
　
　
導
入
し
て
は

施
設
命
名
権
を

　
　
　
導
入
し
て
は

市
の
新
た
な
財

源
の
確
保
と
し
て
、
市
内

の
公
共
施
設
に
対
し
て
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設

命
名
権
）
導
入
の
考
え
は

な
い
か
。

三
上

シ
ス
テ
ム
の

開
発
費
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
環
境
整
備
に
多
額
の
費

用
が
必
要
で
、費
用
対
効
果

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、利
用
者
に
と
っ

て
は
大
変
利
便
性
の
高
い

支
払
い
方
法
で
あ
る
こ
と

は
、十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、電
算
シ
ス
テ
ム

の
更
新
時
な
ど
に
、こ
れ
ら

の
シ
ス
テ
ム
を
併
せ
て
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、経
費
の

圧
縮
も
可
能
で
す
の
で
、現

在
、電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
を

共
同
導
入
し
て
い
る
坂
井

市
、永
平
寺
町
、そ
し
て
各

金
融
機
関
な
ど
と
も
協
議

し
な
が
ら
、今
後
の
導
入
に

向
け
た
検
討
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

財
政
部
長

歳
入
確
保
の
た
め
の

納
税
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

歳
入
確
保
の
た
め
の

納
税
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
携
帯
電
話
か
ら
、
税
金

な
ど
が
納
付
で
き
る
仕
組

み
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

三
上

設
名
が
変
更
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
に

ヒ
ッ
ト
し
な
い
」、「
カ
ー
ナ

ビ
な
ど
の
各
種
地
図
サ
ー

ビ
ス
で
、古
い
名
称
が
使
用

さ
れ
る
」と
い
っ
た
問
題
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
取

り
組
み
は
、財
政
上
の
メ

リ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、市
や

市
内
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
や
公
共
政
策
上

の
観
点
に
加
え
、道
路
や
橋

梁
と
い
っ
た
対
象
施
設
の
拡

大
な
ど
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
総
合
的
に
検
討

し
な
が
ら
、調
査
研
究
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
田 

太
一 

議
員

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

市
民
と
の
協
働
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
業
態
の
皆
さ

ま
が
集
ま
る
市
観
光
協
会

を
中
心
に
、
市
民
や
各
種

団
体
が
集
う
「
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
」
を
早
急
に
構
築

す
る
こ
と
が
、
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
観
光
協
会
と
の
連
携

強
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
県
内
延

伸
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
県
内
延

伸
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

金
津
本
陣
に
ぎ
わ
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望
は
。

　

ま
た
、北
陸
新
幹
線
敦
賀

開
業
ま
で
の
工
期
短
縮
に

よ
り
市
の
財
政
に
影
響
は

な
い
の
か
。

森

こ
の
事
業
は
、Ｊ

Ｒ
芦
原
温
泉
駅
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、に
ぎ
わ
い
交

流
館
の
整
備
は
、今
年
３
月

に
完
成
し
た
設
計
外
観
等

が
イ
ン
パ
ク
ト
に
乏
し
く
、

拠
点
施
設
と
し
て
の
話
題

性
に
も
欠
け
る
こ
と
か
ら
、

デ
ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
、独

市
長

創
性
等
の
向
上
に
取
り
組

み
、新
た
な
概
要
案
を
作
成

し
ま
し
た
。　

　

し
か
し
な
が
ら
、斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、見
直
し

に
至
る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て

十
分
ご
理
解
い
た
だ
け
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、新
し

い
デ
ザ
イ
ン
、方
向
性
等
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
市
民
委

員
の
皆
様
か
ら
賛
否
両
論

の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、引
き
続
き
丁

寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、委
員
の
皆
様
の
ア
イ

デ
ィ
ア
や
要
望
な
ど
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、来
年
の
３
月

ま
で
に
福
井
県
の
北
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
施

設
へ
と
作
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、山
寺
公
園
を
活

用
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

本
陣
飾
り
展
示
施
設
、金
津

神
社
参
道
周
辺
の
道
路
修

景
や
、案
内
サ
イ
ン
の
整
備
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
を
進

め
な
が
ら
、Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉

駅
周
辺
に
お
け
る
回
遊
性

の
向
上
と
、に
ぎ
わ
い
づ
く

工
期
を
５
年
延

長
す
る
理
由
は
。

　
ま
た
、
市
野
々
刈
安
線

か
ら
坂
井
市
丸
岡
町
山
竹

田
間
は
、
今
年
度
工
事
が

完
成
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

こ
の
区
間
の
供
用
開
始
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
こ
の
林
道
は
、
観
光
道

路
に
も
な
り
、
舗
装
す
る

構
想
は
な
い
か
。

山
田

当
初

の
事
業
計
画
で
は
平
成
26

年
度
の
完
了
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、熊
坂
か
ら
畝
市

野
々
地
係
に
お
け
る
施
工

　

工
期
短
縮
に
伴
う
市
財

政
へ
の
影
響
で
す
が
、整
備

新
幹
線
の
建
設
に
伴
う
あ

わ
ら
市
の
負
担
金
は
、総
額

約
３
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

県
の
説
明
で
は
、工
期
短

縮
に
よ
り
総
事
業
費
の
変

更
は
な
い
と
の
こ
と
で
、負

担
金
の
総
額
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

よ
っ
て
、単
年
度
当
た
り

の
負
担
増
は
想
定
さ
れ
ま

す
が
、調
整
は
可
能
で
あ
り
、

大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

広
域
基
幹
林
道

剱
ヶ
岳
線
の

事
業
促
進
に
つ
い
て

広
域
基
幹
林
道

剱
ヶ
岳
線
の

事
業
促
進
に
つ
い
て

は
、地
形
が
急
峻
で
あ
り
、

工
事
用
道
路
の
設
置
も
困

難
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由

か
ら
、未
だ
、工
事
着
工
に

は
至
っ
て
な
く
、平
成
30
年

度
完
了
へ
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、本
年
度
の
国
庫
補

助
額
は
、要
望
額
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
状
況
が
続
く
と
、５
年

後
の
完
成
も
厳
し
く
な
る
こ

と
か
ら
、県
や
坂
井
市
、

剱
ヶ
岳
線
林
道
開
設
促
進

期
成
同
盟
会
と
も
連
携
し
、

予
算
獲
得
を
関
係
機
関
等

に
強
く
要
請
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
工
事
が

完
成
す
る
市
野
々

刈
安
線
か
ら
坂
井

市
丸
岡
町
山
竹
田

間
10
・
６
㎞
に
つ
い

て
は
、多
く
の
方
々

に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、供
用

に
際
し
て
は
、広
報

紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

林
道
の
舗
装
に
つ
い
て

は
、国
の
基
準
で
縦
断
勾
配

が
９
％
を
超
え
る
区
間
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、９
％
未
満
の
区

間
に
つ
い
て
は
、未
舗
装
と

な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、未
舗
装
区
間
で
あ
っ
て

も
、急
カ
ー
ブ
な
ど
の
危
険

個
所
等
は
、県
補
助
金
を
活

用
し
た
舗
装
整
備
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
　
之
嗣 

議
員

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

山
田 

重
喜 

議
員

三
上
　
薫 

議
員

三
上
　
薫 

議
員
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開湯120周年祭の様子

大飯原発

山
本
　
篤 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

原
発
・
福
井
地
裁

判
決
を
尊
重
し
、

市
民
の
安
全
守
る

対
策
を

原
発
・
福
井
地
裁

判
決
を
尊
重
し
、

市
民
の
安
全
守
る

対
策
を

福
井
地
裁
は「
福

島
原
発
事
故
を
通
じ
て
、原

発
は
本
質
的
に
危
険
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
と
し
て
、住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

は
、大
飯
原
発
を
運
転
し
て

は
な
ら
な
い
」「
原
発
か
ら
２

５
０
㎞
以
内
に
住
む
者
は

命
と
暮
ら
し
を
侵
害
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
」と
の
判
決

を
下
し
た
。

　

こ
の
判
決
を
ど
の
よ
う

に
考
え
、ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

や
事
故
時
の
避
難
は
ど
う

す
る
か
。 

山
川

な
ぜ

　

二
学
期
制
実
施
か

な
ぜ

　

二
学
期
制
実
施
か

小
学
校
で
の
唐

突
な
二
学
期
制
実
施
に
、多

く
の
市
民
や
保
護
者
か
ら

疑
問
や
批
判
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

山
川

学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
よ
り
、小
学

校
の
授
業
時
数
が
６
年
間

で
２
７
８
時
間
、中
学
校
で

は
３
年
間
で
１
０
５
時
間

増
え
ま
し
た
。こ
の
授
業
時

数
を
確
保
す
る
こ
と
が
二

学
期
制
実
施
の
理
由
で
す
。

　

中
学
校
で
実
施
し
た
結

果
は
、年
間
30
時
間
以
上
の

授
業
時
数
を
確
保
で
き
、生

徒
へ
の
丁
寧
な
指
導
や
充
実

し
た
教
育
活
動
が
行
わ
れ
、

学
力
も
年
々
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　
一
学
期
末
の
秋
休
み
は
５

日
間
と
し
、こ
の
間
の
子
供

の
面
倒
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
連
携
し
て
対
応
し
ま

す
。 教

育
長

関
西
電
力
が
控

訴
し
て
い
る
の
で
、判
決
に

つ
い
て
の
意
見
は
差
し
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

県
は
、原
子
力
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、原
発
か
ら
30

㎞
以
内
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
の
で
、現
時
点
で
、市
独

自
に
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
や

避
難
計
画
の
策
定
を
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

市
長

防
犯
カ
メ
ラ
の

今
後
の
設
置
方
針
は
。

防
犯
カ
メ
ラ
の

　
　

設
置
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
の

　
　

設
置
に
つ
い
て

八
木

今
後
の
設

置
方
針
に
つ
い
て
で
す
が
、

カ
メ
ラ
は
24
時
間
稼
働
で
、

望
む
望
ま
な
い
に
関
わ
ら

ず
、人
の
容
貌
・
姿
態
な
ど

大
量
の
個
人
情
報
が
記
録

さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
、日
常
生

活
の
場
で
あ
る
道
路
、住
宅

地
な
ど
へ
の
設
置
は
、住
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
カ
メ
ラ

設
置
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、よ

く
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
す
る
公

総
務
部
長

あ
わ
ら
温
泉
開

湯
１
３
０
周
年
祭
の
開
催

は
、昨
年
７
月
に
、芦
原
温

泉
旅
館
協
同
組
合
及
び
市

観
光
協
会
と
協
議
を
行
い
、

来
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線

金
沢
開
業
以
降
に
開
催
す

る
こ
と
で
、合
意
し
て
い
ま

す
。

　

市
と
し
て
は
、本
年
10
月

を
目
途
に
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、そ
の
実
施
計
画

案
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

開
催
時
期
は
、例
年
８
月

市
長

開
湯
１
３
０
周

年
祭
を
ど
の
よ
う
に
開
催

す
る
の
か
。

開
湯
１
３
０
周
年
祭

に
つ
い
て

開
湯
１
３
０
周
年
祭

に
つ
い
て

八
木

国
の
ネ
ッ
ト
依

存
調
査
報
告
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
所
見
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

　
ま
た
、
本
市
の
学
校
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。そ
し
て
ネ
ッ

ト
依
存
防
止
対
策
の
具
体

案
は
あ
る
の
か
。

平
野

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
社
会
と
つ
な
が

り
、使
用
方
法
を
一
歩
誤
る

と
依
存
症
を
は
じ
め
、い
じ

め
や
犯
罪
な
ど
に
も
つ
な
が

る
危
険
性
を
含
ん
で
お
り
、

憂
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。昨
年
10

月
に
小
学
５
年
生
か
ら
中

教
育
長

ネ
ッ
ト
依
存
症
対
策

に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
依
存
症
対
策

に
つ
い
て

学
３
年
生
に
対
し
て
、パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
通
信
機
器
の
保
有
や
、

無
料
通
信
ア
プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」や
交
流
サ
イ
ト「
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」、「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」

等
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

状
況
の
把
握
を
行
い
ま
し

た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
事
例

の
多
く
は
、保
護
者
が
契
約

し
た
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
、児

童
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
せ
る
か
を
十
分
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に

起
因
す
る
も
の
で
す
。安
全

安
心
な
ネ
ッ
ト
利
用
の
た
め

に
は
、何
よ
り
も
各
家
庭
で

の
理
解
や
指
導
、見
守
り
が

最
も
重
要
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、全
保

護
者
に「
ケ
イ
タ
イ
の
怖
さ

知
っ
て
い
ま
す
か
？
」と
い
う

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

ネ
ッ
ト
社
会
に
潜
む
危
険

や
情
報
流
出
等
の
落
と
し

穴
な
ど
を
親
子
で
理
解
し

て
も
ら
い
、各
家
庭
で
の
取

決
め
な
ど
を
要
請
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、学
校
で
は
ル
ー

ル
、マ
ナ
ー
、い
じ
め
や
人
権

な
ど
、各
教
科
で
指
導
し
て

い
ま
す
。そ
し
て
、小
中
高
の

生
徒
指
導
担
当
教
諭
や
警

察
な
ど
で
組
織
す
る「
あ
わ

ら
市
指
導
主
事
連
絡
会
」に

お
い
て
も
情
報
交
換
を
行

い
、事
案
の
発
生
が
う
か
が

わ
れ
る
よ
う
な
時
に
は
、個

別
指
導
、全
校
集
会
を
開
催

す
る
な
ど
対
応
し
て
い
ま

す
。ネット依存の症状

・自分の意思でインターネット等をやめることができない
・日常生活に支障をきたすようになる
・ネットをしていないと不安になる、イライラする
・自分が何をしているのかわからなくなる
・幻聴・幻覚に悩まされる

デ
マ

ン
ド
交
通
で
、観
光
客
の
利

便
性
を
考
え
協
議
を
行
っ
て

お
り
、事
業
者
の
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
、現
行
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
を
確
保
し
な
が

ら
、効
率
的
な
運
行
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、京
福
バ
ス
で
、あ
わ

ら
湯
の
ま
ち
駅
か
ら
北
潟
花

菖
蒲
園
ま
で
の
運
行
を
、吉

崎
ま
で
延
長
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
十
分
協
議
し

ま
す
。

市
民
福
祉
部
理
事

誘
客
の
た
め
、交
通

手
段
を
確
保
せ
よ

誘
客
の
た
め
、交
通

手
段
を
確
保
せ
よ

住
民
及
び
市
内

観
光
、
ま
た
加
賀
市
や
坂

井
市
を
含
め
た
広
域
観
光

に
対
す
る
公
共
交
通
網
は

ど
う
す
る
の
か
。

山
本

金
津
祭
り
や
湯

か
け
ま
つ
り
等
を
含
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
有
効
活
用
す
る
よ

う
、
強
く
求
め
る
。

山
本

委
員
に
対

し
、不
備
が
あ
っ
た
点
は
、改

総
務
部
長

「
分
煙
」か

ら「
全
面
禁
煙
」に
至
っ
た

経
緯
か
ら
、ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。庁
舎
内
に
設
置
し
て
あ

る「
た
ば
こ
自
販
機
」は
、撤

去
す
る
方
向
で
す
。

総
務
部
長

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅

周
辺
整
備
計
画
に

つ
い
て

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅

周
辺
整
備
計
画
に

つ
い
て

「
に
ぎ
わ
い
交

流
館
」
整
備
で
、
行
政
よ

り
新
た
に
提
案
さ
れ
た
設

計
に
対
し
、
市
民
委
員
は

混
乱
を
招
い
て
い
る
。
意
見

を
よ
く
取
り
入
れ
て
行
う

た
め
の
決
意
確
認
と
、
今

後
の
進
め
方
は
。

　
ま
た
、
竹
田
川
を
利
用

し
た
整
備
は
な
い
の
か
。

山
本

北
陸
新
幹

線
延
伸
に
向
け
、駅
周
辺
整

備
事
業
を
集
中
的
に
進
め

ま
す
が
、竹
田
川
を
再
生
利

用
す
る
こ
と
は
、に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
も
、大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、長

期
の
計
画
と
し
て
検
討
し

ま
す
。

土
木
部
長

金
沢

か
ら
の
誘
客
及
び
、Ｊ
Ｒ
芦

原
温
泉
駅
か
ら
の
交
通
ア

ク
セ
ス
は
、重
要
か
つ
大
き

な
課
題
で
あ
り
、今
後
は
、

関
係
者
と
の
協
議
を
加
速

化
さ
せ
、有
効
な
交
通
手
段

を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

経
済
産
業
部
長

公
共
施
設
へ
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
設
置
を

公
共
施
設
へ
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
設
置
を

「
た
ば
こ
税
」
で
、

２
億
円
弱
の
歳
入
が
あ
る
。

有
害
性
だ
け
を
問
わ
ず
、

主
な
公
共
施
設
に
「
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
」
を
設
置
し
て
は
。

山
本

平
野 

時
夫 

議
員

平
野 

時
夫 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員

共
施
設
等
、例
え
ば
駅
前
広

場
な
ど
は
、施
設
の
管
理
上

必
要
で
あ
れ
ば
、施
設
管
理

者
の
責
任
に
お
い
て
、防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
や
む
を
得

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

８
・
９
の
両
日
に
開
催
さ
れ

て
い
る「
あ
わ
ら
湯
か
け
ま

つ
り
」に
代
え
て
、８
月
か
ら

９
月
に
か
け
た
長
い
ス
パ
ン

で
、「
土
曜
・
日
曜
日
に
あ
わ

ら
へ
行
け
ば
、楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
」と

い
っ
た
組
立
て
に
よ
り
、多

く
の
観
光
客
を
お
迎
え
し
、

そ
し
て
10
月
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
６
社
と
関
係
自
治
体
で

展
開
す
る「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
つ

な
げ
て
行
く
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

め
て
お
詫
び
し
、そ
の
経
緯

な
ど
も
丁
寧
に
説
明
し
な

が
ら
、意
見
の
集
約
に
努

め
、整
備
し
て
い
き
ま
す
。

山
川 

知
一
郎 

議
員

　

二
学
期
制
実
施
の
理
由

は
何
か
。ま
た
、中
学
校
で

４
年
間
実
施
し
た
結
果
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。二

学
期
制
に
伴
う
問
題
点
は

な
い
の
か
。
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七尾市和倉温泉多目的グラウンド

地引網の様子

議会報告会（伊井公民館 4月25日）

議会報告会（細呂木公民館 4月24日）

議会報告会（波浜公民館 4月24日）

坪
田 

正
武 

議
員

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に

つ
い
て

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に

つ
い
て

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
誘
致
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。ま
た
、完
成
ま
で
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

坪
田

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
誘
致
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
本
格
的
な
サ
ッ

カ
ー
場
が
整
備
さ
れ
、
手

軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
普

及
、
促
進
が
図
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
流
チ
ー
ム
の
プ

レ
ー
を
直
接
観
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
技

市
長

坪
田 

正
武 

議
員

術
力
向
上
や
強
化
に
も
つ

な
が
り
、
サ
ッ
カ
ー
人
口
の

増
加
と
底
辺
の
拡
大
が
図

ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
あ
わ
ら
市
は
、Ｊ

Ｒ
芦
原
温
泉
駅
や
北
陸
自

動
車
道
金
津
イ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
交
通
網
が
整
備
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
疲
れ

を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
あ
わ

ら
温
泉
に
多
く
の
宿
泊
施

設
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
全
国
各
地
か
ら
の
「
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
」
に
よ
る
誘

客
が
見
込
ま
れ
、
街
の
活

性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
も
メ

リ
ッ
ト
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

石
川
県
七
尾

市
に
は
、
市
内

に
合
計
５
面
の

サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
首
都

圏
を
含
め
、
県

外
か
ら
年
間
３

万
人
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

宿
泊
者
が
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
あ
わ
ら
市
に
お

い
て
も
、
同
様
の
効
果
が
得

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

建
設
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
本
年
度

中
に
建
設
地
の
選
定
及
び

事
業
費
を
算
出
し
、
速
や

か
に
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

認
定
を
受
け
、
平
成
29
年

３
月
末
ま
で
に
施
設
を
完

成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
前

の
整
備
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
前

の
整
備
に
つ
い
て

■
平
成
27
年
３
月
の
北
陸

新
幹
線
金
沢
開
業
に
向

け
た
整
備
で
は
な
く
、

約
10
年
後
に
な
る
芦
原

温
泉
駅
開
業
を
見
据
え

た
整
備
を
今
か
ら
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
工

期
が
短
縮
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。

波
松
海
岸
に
つ
い
て

波
松
海
岸
に
つ
い
て

■
波
松
海
岸
を
一
つ
の
観
光

資
源
と
し
て
考
え
て
ほ
し

い
。
地
元
だ
け
で
行
う
海

岸
掃
除
は
限
界
で
あ
る
。

観
光
商
工
課
な
ど
も
協

力
し
て
も
ら
い
、
補
助
金

な
ど
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

■
観
光
地
引
網
に
補
助
を

行
い
、
誘
客
の
手
段
と

し
て
は
ど
う
か
。

北
潟
湖
畔

　

花
菖
蒲
園

　
　

に
つ
い
て

北
潟
湖
畔

　

花
菖
蒲
園

　
　

に
つ
い
て

■
咲
い
て
い
る
花
の

数
が
年
々
減
少

し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。（
菖
蒲

園
が
寂
し
く
な
っ

て
い
る
）
管
理
面

で
、
抜
本
的
な

対
策
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。

鳥
獣
害
対
策

           

に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策

           

に
つ
い
て

■
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
増
加
し
て
い
る
。
対
策

を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

■
行
政
は
地
域
の
意
見
を

よ
く
聞
き
、
廃
校
に
な

る
小
学
校
の
利
活
用
も

し
っ
か
り
考
え
て
ほ
し
い
。

■
地
域
に
小
学
校
が
無
く

な
る
と
若
い
世
代
は
そ
の

地
域
に
住
ま
な
く
な
り
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

■
今
後
、
施
設
を
整
備
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
介
護
予

防
や
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る

施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

議
会
報
告
会

　
　
　
　

に
つ
い
て

議
会
報
告
会

　
　
　
　

に
つ
い
て

■
広
報
を
早
く
行
い
、
も
っ

と
宣
伝
す
べ
き
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

地
域
防
災
に
つ
い
て

■「
行
政
が
出
向
き
良
い
防

災
訓
練
に
な
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、

■
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
区
域
が

急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。

丘
陵
地
に
侵
入
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
。

■
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、
金
網
固
定
柵
の
地

元
負
担
を
減
ら
し
て
ほ
し

い
。

あ
わ
ら
温
泉
街
の

　
　

整
備
に
つ
い
て

あ
わ
ら
温
泉
街
の

　
　

整
備
に
つ
い
て

■
足
湯
や
歩
道
の
整
備
な

ど
、
27
年
度
ま
で
に
多

額
の
予
算
を
投
じ
る
が
、

集
客
効
果
が
あ
る
か
疑

問
で
あ
る
。

■
あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
南

側
に
あ
る
駐
車
場
だ
が
、

観
光
客
に
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
、
案
内
看

板
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

■
ハ
ー
ド
事
業
を
活
か
す
に

は
、
地
域
の
方
が
行
う

ソ
フ
ト
事
業
が
不
可
欠
で

あ
る
。
今
か
ら
事
業
者

の
意
識
改
革
を
促
し
て
い

た
の
で
は
、
遅
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

第６回議会報告会を開催しました第６回議会報告会を開催しました第６回議会報告会を開催しました
　平成26年４月23日、24日、25日の３日間、市内12ヶ所において第６回議会報告会を開催しました。
　合計222人の市民の皆様にご来場いただき、３月定例会の審議状況を報告し、参加者との意見交換を
行いました。多くのご意見やご要望がありましたので、皆様の声を抜粋して紹介します。

過
疎
化
が
一
気
に
進
む
。

し
っ
か
り
考
え
て
ほ
し
い
。

実
際
は
指
導
さ
れ
て
い
な

い
。
行
政
は
、
指
導
体
制
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確
立
し
防

災
へ
の
指
導
を
徹
底
し
て

ほ
し
い
。

多数のご意見をいただき、
　　　　　　　 ありがとうございました。
　皆様からいただきましたご意見・ご要望につきまして
は、これからの議会活動などに反映してまいります。
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平成26年5月 第70回あわら市議会臨時会　議案等の審議結果及び各議員表決

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○専決処分の承認を求めることについて
（市税条例の一部を改正する条例の制定について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○工事請負契約の締結について
（金津雲雀ヶ丘寮養護老人ホーム新築（建築）工事）

○…賛成　　X…反対　　ー…欠席等
※議長（笹原幸信）は採決に加わらないので「／」で表示

山
本
　
　
篤

議
決
結
果

市
長
提
出
議
案

平
野
　
時
夫

毛
利
　
純
雄

吉
田
　
太
一

森
　
　
之
嗣

杉
本
　
隆
洋

山
田
　
重
喜

三
上
　
　
薫

八
木
　
秀
雄

笹
原
　
幸
信

山
川
知
一
郎

北
島
　
　
登

向
山
　
信
博

坪
田
　
正
武

卯
田
ひ
ろ
み

山
川
　
　
豊

東
川
　
継
央

杉
田
　
　
剛

平成26年6月 第71回あわら市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○専決処分の承認を求めることについて
（平成26年度産業団地整備事業特別会計補正予算（第１号））

不採択 × × × × × × × × × ／ ○ × × × × × × ×「日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める
意見書」提出に関する請願

継　続　審　査「農業改革」を見直し、食料自給率の向上を最優先にした
農政を求める請願

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成26年度一般会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成26年度公共下水道事業会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○債権の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○新たな米政策に関する意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○農業改革に関する意見書
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○北陸新幹線の整備促進を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○公園条例の一部を改正する条例の制定について

○…賛成　　X…反対　　ー…欠席等
※議長（笹原幸信）は採決に加わらないので「／」で表示

山
本
　
　
篤

議
決
結
果

市
長
提
出
議
案

市
会
案

請
願

平
野
　
時
夫

毛
利
　
純
雄

吉
田
　
太
一

森
　
　
之
嗣

杉
本
　
隆
洋

山
田
　
重
喜

三
上
　
　
薫

八
木
　
秀
雄

笹
原
　
幸
信

山
川
知
一
郎

北
島
　
　
登

向
山
　
信
博

坪
田
　
正
武

卯
田
ひ
ろ
み

山
川
　
　
豊

東
川
　
継
央

杉
田
　
　
剛

請
願
・
陳
情
･
意
見
書

●
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
の
決
断
と
行
動
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
関
す
る
請
願

「
要
　
旨
」

　

２
０
１
０
年
の
核
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
に
お
い
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平

和
と
安
全
を
達
成
す
る
」
と
合
意
し
た
。
し
か
し
、
４
年
が
経
過
し
た
今
も
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
を
達
成
す
る
具
体
的
な
道
筋
は
見
え
て
こ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
は
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
の
た
め
に
努
力
す
る
よ
う
に

求
め
る
。

「
提
出
者
」
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
・
世
界
大
会
福
井
県
実
行
委
員
会

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

国
際
的
な
問
題
で
あ
り
、
地
方
議
会
が
意
見
を
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
非
核

三
原
則
で
十
分
に
日
本
の
立
場
は
対
外
的
に
も
示
し
て
い
る
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
に
関
す
る
要
請
書

「
要
　
旨
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
、
衆
参
農
林
水
産
委
員
会
決
議
を
必
ず
実
現
し
、
交
渉
に
関
す

る
情
報
を
国
民
へ
開
示
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

「
提
出
者
」
花
咲
ふ
く
い
農
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

冨
田　

勇
一

　
　
　
　
　

福
井
県
農
政
連
坂
井
支
部　
　

支
部
長　
　
　
　
　

北
島　

友
嗣

「
結
　
果
」
国
へ
意
見
書
を
提
出

●
新
た
な
米
政
策
に
関
す
る
要
請
書

「
要
　
旨
」

　

今
回
の
農
政
改
革
で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

や
日
本
型
直
接
支
払
制
度
、
さ
ら
に
は
農
地
中
間
管
理
機
構

を
創
設
し
た
。
農
業
者
に
大
き
な
不
安
と
混
乱
を
与
え
て
い

る
。
将
来
に
向
け
、
農
業
経
営
が
安
定
し
、
さ
ら
に
は
地
域

農
業
と
農
村
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
。

●
農
業
改
革
に
関
す
る
要
請
書

「
要
　
旨
」

　

農
業
改
革
に
お
い
て
農
業
・
農
村
の
所
得
向
上
と
農
地
の
有
効
活
用
に
つ
な
げ
る
た

め
の
真
の
施
策
を
構
築
す
る
よ
う
求
め
る
。

「
提
出
者
」
花
咲
ふ
く
い
農
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

冨
田　

勇
一

　
　
　
　
　

福
井
県
農
政
連
坂
井
支
部　
　

支
部
長　
　
　
　
　

北
島　

友
嗣

「
結
　
果
」
国
へ
意
見
書
を
提
出

●
あ
わ
ら
市
農
業
対
策
に
関
す
る
各
種
要
請

「
要
　
旨
」

　

①
有
害
野
鳥
対
策
に
関
す
る
要
請

　

②
小
動
物
（
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
）
・
イ
ノ
シ
シ
害
対
策
に
関
す
る
要
請

　

③
稲
カ
メ
ム
シ
等
の
防
除
に
関
す
る
要
請

　

④
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
等
の
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
要
請

　

⑤
園
芸
・
畜
産
の
活
性
化
と
振
興
に
関
す
る
要
請

「
提
出
者
」
花
咲
ふ
く
い
農
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

冨
田　

勇
一

　
　
　
　
　

福
井
県
農
政
連
坂
井
支
部　
　

支
部
長　
　
　
　
　

北
島　

友
嗣

「
結
　
果
」
厚
生
経
済
常
任
委
員
会
よ
り
、
市
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

●
北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

「
要
　
旨
」

　

北
陸
新
幹
線
は
、
国
土
を
強
靭
化
し
、
日
本
全
体
の
経
済
を
元
気
に
す
る
成
長
戦
略

そ
の
も
の
で
あ
る
。
金
沢
・
敦
賀
間
は
、
少
な
く
と
も
３
年
短
縮
し
て
完
成
・
開
業
の

実
現
を
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

貸
付
料
の
新
規
着
工
区
間
の
前
倒
し
活
用
や
算
定
期
間
の
延
長
を
は
じ
め
、
公
共
事

業
費
の
拡
充
な
ど
積
極
的
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

「
結
　
果
」
国
へ
意
見
書
を
提
出

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や
関
係
行
政
庁
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
提
出
者
」
花
咲
ふ
く
い
農
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

冨
田　

勇
一

　
　
　
　
　

福
井
県
農
政
連
坂
井
支
部　
　

支
部
長　
　
　
　
　

北
島　

友
嗣

「
結
　
果
」
国
へ
意
見
書
を
提
出

「日本政府に核兵器全面禁止のための
決断と行動を求める意見書」提出に関する請願
「日本政府に核兵器全面禁止のための
決断と行動を求める意見書」提出に関する請願
「日本政府に核兵器全面禁止のための
決断と行動を求める意見書」提出に関する請願
「日本政府に核兵器全面禁止のための
決断と行動を求める意見書」提出に関する請願

北陸新幹線の整備促進を求める意見書
北陸新幹線の整備促進を求める意見書
北陸新幹線の整備促進を求める意見書北陸新幹線の整備促進を求める意見書

討論討論

賛
成

反
対

　来年は広島・長崎の被爆から70周年。高齢化した被爆者は「生きているうちに地球上の
すべての核兵器を無くしてほしい」と切実に願っており、この声に応えることは、我々の責
務である。
　来年、国連で核兵器廃絶のための会議が開かれるが、これを成功させるため、唯一の被
爆国であり、「非核三原則」を持っている日本の政府が、国際社会で積極的役割を果たすこ
とが求められている。

　北陸新幹線は、10年後に敦賀まで延伸するとなっているが、その先は全く見えていな
い。また、延伸されれば現在の北陸線は第３セクターが経営するとのことであるが、どの
ような形になるのか、財政負担はどうなるのか等も全く明らかにされていない。
　さらに、敦賀までとなれば、関西との関係は現在よりも不便になる事が予想され、また
新幹線が開通することにより、人口流出が加速される恐れもある。
　あわら市にとって、「新幹線は必要ない」との意見もあり、厳しい財政状況の中で、建設
を急ぐ理由はない。
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坪
　
田
　
正
　
武

山
　
川
　
知
一
郎

山
　
本
　
　
　
篤

平
　
野
　
時
　
夫

毛
　
利
　
純
　
雄

山
　
田
　
重
　
喜

卯
　
目
　
ひ
ろ
み

編
集・発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
笹
　
原
　
幸
　
信

　
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
、

歴
史
文
化
財
、温
泉
地
、そ
し
て
多
く
の

優
良
企
業
を
有
し
て
い
る
本
市
で
、地

元
の
農
産
物
や
海
産
物
を
食
し
て
、

日
々
生
活
を
し
て
い
る
。
こ
の
愛
す
る

郷
土
の
繁
栄
と
市
民
の
幸
福
の
た
め
、

議
員
は
汗
を
か
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、今
や
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ

た
我
が
国
は
、急
増
す
る
高
齢
者
、少
子

化
に
伴
う
人
口
減
少
と
、大
き
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
地
方
か
ら
都
市

圏
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
た
め
に

も
、若
者
の
雇
用
創
出
や
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
安

全
で
、安
心
し
て
産
み
、育
て
、住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」が
、全
国
に
誇
れ

る
あ
わ
ら
市
を
、市
民
の
皆
様
と
議
会

が
心
を
通
わ
せ
る
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
　
　

（
平
野
）

「瓜生城址」
　瓜生にある横山神社の右脇の細い道を通って、城山の急な坂をまっすぐに10分ほど登ったところに、瓜生城の
お堀の跡がある。城の主郭は前方後円墳を利用して出来ていて、登ってくる途中には敵の侵入に備えた跡らしき
ものがある。
　瓜生城は、風谷峠を越えて加賀国境へつながる重要な位置にある。城の同じ峰続きの北端には、永正4年
（1507年）加賀から侵入した一向一揆の立てこもった椚山城があって、その城に対する向い城として瓜生城が存在
した。（福井県史）
　登って来た道から少し左に下っていくと、武曾氏の菩提寺である日源寺のお墓
にたどり着く。朝倉の家臣武曾信濃守勝融（画像は市の指定文化財）は、朝倉貞景・
孝景・義景の三代に仕えて、一向一揆の戦に出陣した。瓜生城から日源寺の裏ま
で抜け穴を掘って脱出口としたそうで今も抜け穴を垣間見ることができる。信濃
守は82歳で死去したが、お墓は寺と村の墓地の2か所にある。
　戦国時代を彷彿させる史跡ではないでしょうか、一度たずねてみては・・。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田）

くぬぎ

白線で囲まれた部分がお堀

む そ しな の かみかつあき

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継

　第１回カヌー駅伝大会の様子です。Ａクラ
ス、Ｂクラス合わせて19チーム、約110名の参
加がありました。
　８月22日～24日には恒例となった、第25回
あわらカップカヌーポロ大会が北潟湖で開催さ
れます。全国レベルの大会で、迫力あるプレー
がご覧になれますので、ぜひご来場ください。
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